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ジュネーブ会議（1954 年） における軍事境界線画定交渉

ーベトナム民主共和国の交渉過程一

庄司智孝キ

Summary 

The Geneva Conference in 1954 is a historical event in that all of the great powers in 

that time, including the U. S., Britain, France, the Soviet Union and China, participated in 

this conference. One of the main purposes of the conference was to r巴aliz巴 a cease-fire of the 

First Indochina War, a conflict between France and the Democratic Republic of Vietnam 

(DRVN). To solve th巴 problem in Vietnam like the Korean Peninsula, the participating counｭ

tries, especially the Soviet Union and Britain, led the conference to focus on military demarcaｭ

tion line in order to divide Vietnam into two parts, each part belonging to the West and the 

East camps. 

The purpose of this article is to make clear how the DRVN negotiated on demarcation 

line, though as a powerless, small country. The work on this point is important for analyzing 

the context of international relations during the period from the First Indochina War to the 

Vietnam War. This paper is also shedding light on one of the reasons why the DRVN (the 

Socialist R巴public of Vietnam afterwards) was confronted with China after the Vi巴tnam War. 

On the first phase of negotiations, beginning on May 8, th巴 DRVN delegation insisted 

that the two sides should only exchange some territor叩s to regroup each of the troops. 

However, probably under pr巴ssur巴 from the Soviet delegation, the DRVN agreed to establish 

a demar℃ation line to divide Vietnam. Pham Van Dong, chief of the DRVN delegation, showed 

the intention for a demarcation line in th巴 session on May 25. 

In June, on the second phase, the military delegations of the DRVN and France negotiｭ

ated about wh巴r巴 the line should be drawn. Franc巴 in sis ted on the 16'" parallel, while the 

DRVN wanted to draw a line between the 13th and 14t" parall巴ls. Even in the end of the month, 

the two sides could not make an agreement. Behind もhe DRVN ’s uncompromising attitude 

would be the superiority of Viet Minh (DRVN army) on the battlefi巴ld. The DRVN might 

think this superiority be reflected in negotiations in Geneva for a favorable conclusion. 

On the third phase, all of the countries concerned passed through several negotiations 

on diplomatic level to reach an agreement. Finally, on 20 July, they agreed that the demarcaｭ

tion line should be situated on the 17th parallel. Seeing the agreement, it can be concluded that 

the DRVN had to make a concession for the final agreement. This is because of the pressure 

from China and the Soviet Union. 

To und巴rstand the Chinese pressure on the DRVN properly, we should not forget the 
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asp巴ct of the DRVN's own decision. In the beginningｷ of ,July, Ho Chi Minh, top l ead日r of the 

DRVN, had a talk with Chou En Lai, chi巴f of the Chinese delegation of the Geneva 

Conferenc巴， in Liuzhou (a city in southern China). After the talk, Ho decided to accept the way 

of solution establishing a demarcation line on the 16th parallel. How巴ver, this does not mean 

Ho accepted the final 17山 parallel agre巴ment. One of the reasons of th巴 opposition between 

Vietnam and China b巴ginning in 1970s would lie in the gap b巴tween the 16'h and 17'" parallels. 

はじめに

1954 年 7 月 21 日に締結されたジュネーフ協定

により、北緯 17 度を軍事；境界線としてベトナム

の地は南北に分断され、こ の状況はベトナム戦争

が終結するまで 20 年あまり続いた。軍事境界線

を 17 度に設定するという協定の内容は、 54 年 5

月 8 日から 7 月 21 日まで行われたジュネーブ会議

における交渉によって決定されたものである。 こ

れは、 46 年 12 月に始まったベトナム民主共和国

とフランス聞の戦争 （第 l 次インドシナ戦争）の

停戦を話し合う会議であったが、同時に、 米英中

ソが参加する大規模な国際会議でもあった ＇ o 本

稿は、ジュネーブ会議でのベトナム民主共和国の

軍事境界線画定交渉を考察する ことを目的として

いる 。

当会議に関する研究としては、会議の推移自体

を扱った歴史研究のほかヘこの会議が第 l 次イ

ンドシナ戦争の停戦交渉であると同時に、冷戦期

の東西対立を背景にした大国聞の交渉という側面

を有していたため、米英1:jこ！ソの当時の外交政策と

同会議との関係を論じた研究も多いJ0 さらに、

アメリカのインドシナ介入が拡大しベトナム戦争

へと到る過程の前史として、 第 1 次インドシナ戦

争からジュネーブ会議までの時期における 、 アメ

リカのインドシナ政策を分析した研究が数多く存

在する ＇o

このようにジュネーブ会議に関する先行研究は

多数存在する。 しかし、こうした研究のなかで、

分析の主眼を戦争当事国であるベトナム民主共和

国に置く研究はほとんどなく、ベトナム現代史研

究において古田氏の 2本の論文があるほかは、福

田氏の論文があるのみである九 しかし古問氏の

論文は、 ｜司会議を中心に分析しているのではなく、

むしろジュネーフー協定以後のベトナム民主共和国

の外交政策に力点を置いている。 福旧氏の論文は、

ジュネーブ会議におけるベトナム民主共和国の動

向に焦点を当て、ベトナム語資料を用いた着ー実な

実証を行っている。 しかし同氏の論文は、軍事境

界線をめぐる論点を個別に扱うのみであり、会議

のj住移を｜時間iµIH に沿って考察 していないため、ベ

トナム民主共和国の交渉過程の全体像は不明であ

る 。

そこで当論文は、 会議の推移に従い、 ベトナム

民主共和国の交渉過程全体を考察することによっ

て、ジュネーブ会議においてなぜベトナムを 17

度線で分断することが決定されたのか、その交渉

過程にベトナム民主共和国がどのように関わった

のか、という点を明らかにするものである。 その

ため、 当研究はベトナム語資料6とフラン スの外

交資料？を中心に用いた実証分析を行う 。

ベトナムは米英仏中ソといった 「大国」 に比し

て、その動向が国際政治に与える影響が相対的に

小さい 「小匡U であったことが、ジ ュネーブ会議

研究においてもベトナム民主共和国を主眼に論じ

た研究が乏しい理由の一つであると思われる。 し

かし、ジュネーブ会議でのベトナム民主共和国の

交渉過程を論じることは、第 1次インドシナ戦争

の終結からベトナム戦争へ至る歴史を考察する際、

有益な視点を提供する。

それは、第 1次インドシナ戦争がジュネーブ会

議をもって停戦に至ったものの、 会議で締結され

た協定はインドシナに平和と安定をもたらすもの

ではなく、その後のアメリカの本格介入とベトナ

ム戦争という新たな戦禍の前段階になったという

点に関係する。 南北ベトナムの統ーのため、ジュ

ネ ー ブ協定締結後 101fを経てアメリカと直接対

決することになるベトナム民主共和国が、そもそ



ジュネーブ会議 (1954 年） における軍事境界線画定交渉 3 

も協定締結l時にし、かなる過程を経てこの分断を受

け入れることになったかという点を明 らかにする

ことは、 第 2 次大戦後の国際関係史における主要

論点の一つであるベトナム戦争と、この戦争をめ

ぐる国際関係を理解する一助となるものである。

当論文はま た、ベトナム現代史、 4守に l｜寸越関係

史の研究上の意義をも有する。 ジュネーブ会議の

軍事境界線画定交渉に関する通説は次の通り であ

る 。 ベトナムはディ エ ン ビエ ンフ ーでj協利し、そ

の後の攻勢により国土の 4分の 3 を解放する軍事

的優勢であ っ たにもかかわらず、 会議においては

交渉の妥結をめさす中ソ、特に中国からの圧力に

より妥協を余儀なくされ、 17 度まで軍事境界線

を.J'lfl し上げる結果となった。 中越関係が悪化した

70 年代後半から 80 年代前半にかけて、 ベ トナム

自身がこのように声高に主張したこともあり 8、

ジュネーブで中国がベ トナムに妥協を強いたこと

が後の中越関係悪化の伏線にな っ た、 と複数の研

究が論じている90

ジュネー ブ会議に関するこう した評価は、ベト

ナム側の認識を基にした場合、 一定度妥当なもの

と思われる。 しかし、先行研究はジュネーブ会議

におけるベトナム民主共和国の交渉手｜体を詳制に

分析した結果、この評価を導いた訳ではなし 、。 そ

のため、 「ベトナムの妥協」 を歴史的に評価する

とき、交渉の過程を検討し、 1-j:1 匡｜がどのよう にベ

トナムに 「妥協」 を 「強いた」 のか、そ も そもそ

れは 「妥協を強いた」 と評価でき るのか、 という

点に関して通説を再検討する必要がある。 ここに

当論文のもう一つの意義があると考えられる。

さらに当論文は、ベトナムの軍事と外交の関係

についても考察を行う 。 フランス、 アメ リ カ とい

う 2 つの大国と連続して戦争状態に入っ たベトナ

ムは、 軍事力のみで戦争を自 ら に有利な方向へ導

く 力量を有していなかったため、戦争末期から停

戦交渉への移行に際しては、 常に自らにもっとも

有利な場面での交渉のチャン スを うかがい、 停戦

交渉の段階に入ってからは、自国に有利な結論を

引き出すための戦闘を行った。 ここでは、ジ ュネー

ブ会議における 、 「戦闘と交渉の同時進行」 とい

うベトナム民主共和国の戦略とその効果について

考察する。

最後に、 当論文における分析対象の表現法につ

いて注記しておく 。 当論文では、ジュネーブ会議

という 多国間交渉を扱う 関係上、ベトナム労働党

を主体とする代表政府とその代表団を 「ベ ト ナム

民主共和国」 ないしは 「越」、 「ベトナム民主共和

国」 の軍隊を 「ベ トミン軍」 と記す。 「ベトナム」

は当論文の分析対象となる 50 年代から現在まで

の 「ベトナム民主共和国」 とその後の 「ベトナム

社会主義共和国」 を総称し、さ らに地理的範囲と

してのベトナムを表すものとする。 また、 「中国」

とは中華人民共和国を指す。

第 1 節軍事境界線問題の討議に

至るまでの経緯
ジュネーブ会議開催のきっかけとなったのは、

1 954 年 l 月にベルリンで聞かれた 4 カ国 （米英仏

ソ） 外相会議であった。 同会議は、 4月に ジュネー

ブで朝鮮 ・ インドシナ問題について討議する会議

の開催を決定するとともに、インドシナ問題に関

するジ ュネーフー会一議へ上記4 カ園、仁ド固と他 「利

害関係国」 が参加することで合意した。

ベルリ ン会議の l時点では「利害関係国」がどの国

を指すかについて共産。!IJ と西側では見解が一致し

ていなか っ た。 ベ トナム民主共和国は当初、西側

から正式の交渉相手として認知されてはいなかっ

たのであ る。 このため、 4 月 26 日に朝鮮問題を扱

うジュネーブ会議が始ま っ た後、ソ連とフランス

がインドシナ問題を討議する会議への参加国につ

いて話し合いを持った。 同月 27 日 、 ソ連外相兼

代表団長のモロトフ（V. M. Molotov）とフラン

ス外相兼代表団長ビ ドー（Georges Bidault）が

会談した。 両者は米英仏中ソの 5大国とフラ ンス

連合内のインドゾナ 3 匡｜ （ベトナム国IO、ラオス ・

カンボジア両王国）の会議への参加に関しては合

意したものの、ベトナム民主共和国については、

ソ連がその参加を強く要求したのに対し、フ ラン

スは回答を留保した I I 。 フランスは米英そしてベ

トナム固と協議し、 5 月 2 日にソ連に対し、間側

はベトナム民主共和国の参加に同意することを伝

えた。 この際ソ仏は、ソ連はベ トナム民主共和国

に対し、フラ ンスはフランス連合内のインドシナ



-4- 国際関係論研究第21号

3 国に対して招待状を発送する ことで合意した 1 20

5 月 3 El に正式な招待を受けた後、 ファム ・ ヴァ

ン ・ ドン（Pham Van Dong）を団長とするベト

ナム民主共和国代表団は 4 目、ジュネーブに到着

し Tこ。

インドシナ問題を解決するためにこのような多

国間会議が開催される運びとなった背景には、 国

際的な緊張緩和の流れがあった。 緊張緩和のメッ

セージは共産側が発信を始めた。 53年3月にスター

リンが死去した後、ソ連共産党中央委員会は総会

を開催し、 国際的な緊張緩和を推進することを決

定した九 中国は 52 年 10 月に平和共存路線を宣

言 し、 ソ速が緊張緩和の動きを見せる以前から平

和外交を展開していたM。 そのため、 ソ連の緊張

緩和の動きに素早く反応し、 53 年 3 月 30 日には、

周思来は朝鮮における休戦交渉の再開を提案した。

同年 7月に朝鮮半島で休戦協定が成立した後、

1:jJ ソは朝鮮問題の解決法はインドシナにも適用可

能であることを主張し始める。 8 月 24 日の政府声

明において周恩来は、朝鮮半島の休戦協定に関す

る協議のように、関係各国が参加する多国間協議

をもって国際紛争のfgI（，決モデルとすべきである旨

述べ、 インドシナ問題を朝鮮半島と同様の方法で

解決することを示唆した九 8月 3 日付のソ連国防

省機関紙 『赤い星』 は、 「朝鮮半島の休戦はイン

ドシナの休戦を促すJ と述べ、朝鮮半島情勢とイ

ンドシナ問題をより明確に関連付けた“。

M鮮半島の休戦によってインドシナ問題に国際

的な関心が集中し、自らの独立闘争により大きな

支援が得られることを期待していたベトナム民主

共和国にとって、こ うした中ソの緊張緩和路線は

違和感のある動向であった。 しかし、ベトナム民

主共和国は緊張緩和路線に自らも歩調を合わせる

ようになる Ii。 一方、 53 年 5 月にフランス軍の新

たな司令官となったナヴア ール（Henri Navarre) 

は、 l躍着状態に陥った戦況をフランス軍の有利な

方向へ転換するための作戦計画 （ナヴア ール計画）

を策定し、フランス軍は 11 月にはディ エ ンビエ

ンフ ーを占拠した九 これに対し、 ベトナム民主

共和国と中国は 53 年 9 月以降フランス軍の動き

を勘案しつつ議論を重ね、 1 2 月 にベトナム労働

党政治局はディ エンビエ ンフ ー攻略を決定した九

その後ディエ ンビエンフ ーにおける戦況がベト

ミン軍の優勢に推移するなか、 54年 4月上旬と同

年4月 23 El の 2 回、越中ソ 3 国はモスクワにおい

てジュネーフ会議の方針に関する予備会談を行っ

た20。 両会談のためにベトナム民主共和国からは

ホー ・ チ ・ ミン（Ho Chi Minh） 、 中国からは周

恩来が訪ソし、ソ連側はモロトフをはじめとして、

23 日の会談にはマレンコフ 、 フルシチョフも加

わった21。 会談の結果 3 固は、ジュネー ブではフ

ランスと連携してアメリカに対抗する戦術をとる

ことで合意 した九 しかし、インドシナ問題の解

決策としてベトナムを分割することに関しては、

ベ ト ナム民主共和国と中ソの間で見解が一致した

わけではなかった。

インドシナ問題の解決法に関して、 中ソは当初

から、 朝鮮半島の例を念頭に軍事境界線によるベ

トナムの分割を考えていた。「ぺンタゴン ・ ぺー

ノ守ー スj によると、 3 月初旬にソ連はアメリカに

対し、在英ソ連大使館を通じて、 16 度線による

ベトナムの分割を打診してきたという 。 さらにジュ

ネーブ会議開幕の日に、ソ連はアメ リ カに対し、

中国の南部に緩衝国家が樹立されれば r:j:i 医！ の安全

保障上の必要性を満たす、として再度ベトナムの

分割を提案した23。 また Gaiduk 氏の研究による

と、 4月上旬に行われた越中ソ聞の事前協議の｜燦

ソ連は、例えば 16 度線でベトナムを分割すると

いった問題がジュネーブ会議において提起された

場合、越中ソはし、かなる立場をとるべきか意見交

換すべきであり、ベトナム民主共和国の主権の認

知、フラ ンス軍の撤退といった他のあ らゆる条件

に関してベトナム民主共和国が受け入れられる場

合に、 そうしたベトナムの分割に関して受諾可能

な案を作成することは越中ソにとって得策かどう

か意見交換すべきである、と注意深く提案してい

る 2"a

中国の考えもソ連と同様であった。 3 月中旬、

周恩来はベトナム労働党指導部へ電報を送った。

電報のなかで周はベトナム労働党指導部に対し、

ジュネ ー ブ会識が 4月 26 日に開会することが決

定したことを伝え、 会議へ出席する代表団の結成、

関連資料の収集、 交渉時の提案の策定を指示した。

さらに周は、停戦の際には一本の境界線があるこ
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とが最も望ましく、これによ っ て一定のまとまっ

た地域を保持することがで、き、この境界線が事実

ヒ、将来の国境線になる可能性があると述べた。

そしてベトナム労働党指導部に対して、 軍事境界

線の設定にあたっては、ベトナム民主共和国にとっ

て有利であり、かつフランスが受け入れ可能な提

案である ことが必要である と説明し、 16 J支線を

一つの案として提示した九 周恩来は 3 月の段階

ですでに、 16 度線によるベトナムの分割は、 暫

定的な軍事境界線にとどまらず、北のベトナム民

主共和国と南のベトナム国の国境線となりうる政

治的意味を有することにまで言及していた。

さらに周恩来は 4月 の越中ソ事前協議の場でも

寮事境界線を 16 度とすることを主張した。 事前

協議において周は、 ベトミン軍とフラ ンス軍の占

領地域は交錯し、フ ランス側は中心的な地域と交

通網を支配しているという状況下では、 16 度を

軍事境界線とする停戦案を勝ち取り、 16 J支線以

北からフランス軍が、以南からはベトミン軍がそ

れぞれ撤退することによりベトナム民主共和国は

固として長期的な生存が可能になる、との語、見を

述べた2"。

中 ソの意向を受け、 ベトナム労働党政治局は 3

月に 3 1亘｜の会議を開催し、 ベトナムの分割につい

て協議した。 その結果指導部は、ベトナムを南北

に分けることは有益でありうる、ディエンビエン

フ ーにおけるべトミン軍の優勢をかんがみるに、

境界線は戦況を反映し、 なるべく 南に設定される

ことが望ましい、と の結論に至っ たと いう九 し

かし、ベトナム民主共和国は結局、会議開会両iJ ま

でに明確な方針を決定することはできなかった280

ベトナム労働党は 5月初め、ジュネーブ会議を

過大評価しないものの、こ の会議を国際世論を味

方につけ、交渉の糸口をつかむ好機としてとらえ

ることを決定した29a これは、ベ トナムの独立と

統ーというベト ナム民主共和国の究極の目棋が、

こ の会議によって達せ られる可能性は決して高く

ないという見込みが背景にあったものと思われる。

5 月 8 日、イ ンドシナ問題を討議するジュネ ー

ブ会議が始まり 、 第 l [iii本会議の場で、フランス

代表団長ビ ドーが休戦協定に関する提案を行っ た。

その内容は以下の通りである判。

I ベトナム

( 1 ）正規軍は、総司令部の提案に基づき会議に

よ っ て決定された集結地域へ集結する。

( 2 ）軍あるいは治安維持組織に属さない部隊を

武装解除する。

( 3 〕戦争捕虜と収容された民間人を即時に釈放

する。

( 4 ） 休戦協定の各条項の実施に関し、国際監視

委員会が管理する。

( 5 ）協定の調印直後に休戦となる。 協定の調印

後数日 内に、上記両軍の集結と武装解除を

開始する。

JI カンボジア ・ ラオス

(1 ） 両国に進攻したべトミン軍の正規軍 ・ 非正

規軍はすべて撤退する。

( 2 ）軍あるいは治安維持組織に属さない者を武

装解除する。

( 3 ）戦争捕虜と収容された民間人を即時に釈放

する。

( 4 ） 休戦協定の各条項の実施に関し、国際l詑視

委員会が管理する。

皿 休戦協定はジュネーブ会議参加各国によって

保証される 。 あらゆる協定違反に対して関係各国

は直ちに会合を開き、個別あるいは集団的な手段

を適切に行使する。

フランス側の提案に対し、 10 日 に聞かれた第 2

田本会議において、フ ァム ・ヴァン ・ド ンはベ ト

ナム民主共和国の提案として次の 8項目を挙げ
た3 10

(1 ）フランスは、 ベト ナム ・ ラオス ・ カンボジ

アの独立 ・ 主権 ・ 領土の一体性を承認する。

〔 2 ）交戦国双方が決定した期限内における 、 ベ

トナム ・ カンボジア ・ ラオスからの外国軍

の撤退に関する協定を締結す る 。外国軍の

撤退に先立ち、 1守定の地域内での、フラン

ス軍とべ ト ミン軍の集結地点に関して合意

する。

( 3 ） インドシナ 3 国において、 各国に統一政府

を樹立することを目的とした 自由総選挙を

実施する。

( 4) ベトナム民主共和国は、フ ランスj謹合への

自発的な加入とその加入条件を検討する意
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思を表明する。カンボジア ・ ラオス両政府

も同様の宣言を行う 。

( 5 ）ベ トナム民主共和国 ・ カンボジア ・ ラオス

は各国内のフランスの経済 ・ 文化権益を容

認する。 統一政府の樹立後、経済 ・ 文化関

係は平等 ・ 互恵の原則に厳に従い解決され

る 。

( 6 ）双方は戦時に敵方に 1%liJJ した人聞を訴追し

ないことを保証する。

( 7) 負傷兵を交換する。

( 8 ）フランスとインドシナ 3 国が、以下の条件

に基っき各国に関する協定を締結し、戦闘

を停止した後に、上記各条項は実施される。

A 全インドシナにおいて停戦すると同時に、

各交戦国が占領する領土 ・ 地域の調整を行

つ 。

B インドシナ地域への新たな部隊、武器、

弾薬の投入を停止する。

C 各交戦国の代表を合む合同委員会による

管理システムを設立する。

ベトナム民主共和国の提案は、インドシナ 3 国

の独立と自由総選挙による統一政府の樹立を巾心

とした政治問題の解決を主目的とするものであり、

前提条件として軍事問題に言及していた。 その軍

事問題については、各交戦国の領土 ・地域の調整

を提案したにとどまり 、 軍事境界線の設定には触

れていなかった。 ベトナム民主共和国は、停戦後

に各交戦軍による占領地域の調整を行い、その後

自由総選挙によってベトナムに統一政府をJ樹立す

るというシナリオを最も望ましいものと考えてい

た。 3 月の段階で、ベトナム民主共和国は軍事境

界線の設定に一定の理解を示したが、これは中国

側の強い働きかけによるものであり 、 自らの希望

はあくまでもベトナムの統ーであったことがこの

提案に表れている。

これに対してベトナムに関するフランスの提案

は、特定地域への正規軍の集結、正規軍・治安維

持組織に属さない部隊の武装解除、指ii虜！の釈放、

国際監視委員会による管理、協定調印後の即時停

戦という 5点の軍事問題に言及しているのみであ

り、政治問題は停戦後の自由総選挙によって表明

された国民の意思に従い、 双方の協議によって解

決されることとして具体的な言及を避けた九 そ

のためファム ・ ヴァン ・ ドンは 10 日の演説の際、

8 日に行われたフランスの提案は現地の軍事情勢

を考慮せず、政治問題を無視しているとしてフラ

ンスの態度を非難した九 7 日にべトミン軍がディ

エン ビエンフ ーのフランス軍基地を陥落させたこ

とにより、 ドンは、ジュネーブでの交渉には自国

の軍事的優勢が反映されるべきであるという強気

な態度を示していた。 中国側の資料は、ベトナム

民主共和国代表団はこのときディエンビエンフー

での勝利を過大評価し、ベトナムの独立闘争の情

勢を楽観し、インドシナ問題の解決に過大かっ実

際的でない期待を寄せていた、と評価している九

ベトナム民主共和国は政治問題と軍事問題を、

前者を中心として一括して討議することを主張し、

一方フランスは軍事問題の先議を主張した。 これ

はそのまま共産側と西側の対立点となった。 これ

に加え、 8 日の開会に｜燦し、ドンはベト ミン軍と

関係の深いパテート ・ ラオ、クメール ・ イサラク

両抗戦勢力品を会議へ招請することを主張し、こ

れらの代表権をめぐって共産側と西側は鋭く対立

した。 計 4 回の本会議を経ても両者は妥協点を見

出すことができず、そのためイギリス外相兼代表

団長イーデン（Anthony Eden）の提案により、 17

日から会議は、参加l各国の代表のほかそれぞれ 2、

3 名に出席を制限する非公開会議に移った。

15 日 、 越中ソ 3 国は代表者会談を行い、非公開

会議での方針について討議した。 ここで 3 国は、

政治問題と軍事問題は必ず同時に解決しなければ

ならないが、 軍事問題を先に議論することは可能

であるという結論に達した九 非公開会議では、

腹着状態を打開するためにソ連代表団長のモロト

フがイニシアチフをとった。 彼は 17 日の第 l 回

会議において、 ベトナム民主共和国、 フランスの

いずれも軍事問題を話し合うことを提案している

ため、これを両者の共通項として先に討議し、そ

の後政治問題について議論する ことを提案した。

周恩来はモロトフの提案に賛意を示し、ファム ・

ヴァン ・ ドンは政治問題が議題から外されないこ

とを仰認した上で賛成した九 ただ、アメリカ側

の観察によると、 ドンは政治問題と軍事問題は不

可分であることを主張していたため、不承不承軍
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事問題の先議仁賛成した様子だったという九 ド

ンのこうした様子から推測すると、 15 日の越中

ソ代表者会談も、中ソがベトナム民主共和国を説

得するという椛図であった可能性が高L、

その後、 第 2@1 から第 5 固まで計4 回の非公開

会議が開催された。 第 2、 3 回の会議は、インド

シ ナ 3 国の停戦を一括して取り扱うか否か、そし

てパテー ト ・ ラオ、 クメ ール ・ イサラク両抗戦勢

力を会議に招請するか否かという問題の討議に費

やされ、両陣営は妥協点を見出すことはなかった。

そこで 21 日の第 4 回非公開会議において、モロ

トフは 8 日のフランスの提案にある、ベトナムに

おける両交戦軍の特定地域への集結と即時停戦、

10 日のベトナム民主共和国の提案にある全イン

ドシナにおける停戦と占領地域の調整を基礎とし

て、全インドシナにおける即時停戦と 3 固におけ

る両交戦軍の集結地域の確立を中心とする提案を

行った却。 続いて 24 日に聞かれた第5回会議では、

共産側は政治・軍事問題の不可分を主張しつつも

軍事問題の先議を提案すると同時に、ベトナム民

主共和国とフランス両代表団のジュネーブにおけ

る直接交渉をあわせて提案した九

こうして共産側の譲歩によ って会議の方向が軍

事問題の討議に傾く中、 25 日に開催された第 6 回

非公開会議の場で、ファム ・ヴァン ・ ドンはイ ン

ドシナ全土における完全なる同時停戦、そして各

正規軍の再配置と各陣営に帰属する地域の再調整

に関して意見表明を行った－II 。 ドンは 、 停戦の

「完全性」と「同時性」について解説した後、占

領地域の調整の手続に関する詳細な説明を行った。

そこで彼は次のように述べた。

「この調整は、作戦地域の規絞を考慮、し、 ベト

ナム、 カンボジア、ラオス各地域で行う 。 調整は、

而積、人口、政治 ・ 経済的利益といった要素を考

慮し、唯一の占有者を有し、比較的広大な地域が

各陣営に帰属し、各々の地域において経済活動と

行政管理のための手段を提供するような方法をと

る。 境界線は、できるだけ地形の起伏や、地上か

ら容易に判別できる目印に沿ったものでなければ

ならな L 、。 またその境界線はできるだけ各集結地

域内部の連絡と交通に困難をきたすことを避けな

ければならない」42 （下線筆者）。

これは、ベトナム民主共和国代表がベトナムの

地を分割することについて初めて言及した瞬間で

あった。そしてドンは、占領地域の交換と境界線

の画定が終了した後に各陣営の部隊を移動するこ

とを提案した。 最後にこれらの原則を基にして、

停戦の具体的な条項を話し合うため、関係各軍の

最高司令部の代表による会議を現地で開催するこ

とを提案した九

こうした軍事境界線に関するドンの踏み込んだ

発言は、フ ランス代表団にと って衝撃的でありへ

西側にとってそれはファム ・ ヴァン ・ ドンの突然

の転向であった450 ドンの口調はぎこちなく、そ

こには悲壮な様子さえ感じられたという九

このようにベトナム民主共和国は、 当初明確な

決定を下していなかった軍事；境界線の設定につい

て、会議の推移に従ってそれをはっきりと提案す

ることになった。 そこにはアメリカの観察のよう

にヘ中ソの圧力は存在したのであろうか。 前述

の通り、 IJ-1 ソは机鮮半島の例にならい、ベトナム

を 16 度線で分割する意図をもっていた。 また、

会議において東凶両陣営の主張が鋭く対立するな

か、 事態の打開を求めて仁J3 ソがベトナム民主共和

国に西側への妥協を求めたものと忠われる。 さら

に、 5 月 25 日の第 6 回非公開会議の場においてベ

トナム民主共和国が軍事境界線について突如言及

したことから、 25 日以前の数日間に、 会議を主

導したモロトフがファム ・ ヴァン ・ド ンを強く説

得した可能性が青年1l 、 九

しかし、中ソは会議の閉幕当初から軍事境界線

によってベトナムを分断することを積極的に主張

した訳ではなし、。 中ソは、 10 日のベトナム民主

共和国による、政治問題と軍事問題の同時解決を

主張する提案を一貫して支持していた。 だが、 軍

事問題の解決のみを主張する西側との交渉がH前~￥.

に乗り上げたため、次第に越仏の主張の共通項と

して焦点を軍事問題に移していったのである。 両

国は、ベトナム民主共和国の主張を支持するもの

の、交渉を妥結へと導くため、軍事境界線の設定

も視野に入れた議論を徐々に展開していったとい

うのが実相に近いものと思われる。

6月初旬、ベトナム労働党機関紙 『ニ ャンザン』

は、ファム ・ ヴァン ・ ドンによる軍事境界線の画
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定についての提案を解説した記事を掲載した。 こ

の記事によると、同紙はベトナム民主共和国の提

案を実際的かつ具体的で、中ソの補足的な提案を

「全く正 しいもの」 と評価し、これによ っ て共産

陣営は政治問題の討議をあきらめたという批判を、

担造であるとして斥けている。 ベトナム民主共和

国は、依然として軍事問題と政治問題を不可分と

考えており 、 まずも っ て停戦を実現するために軍

事問題の先議に賛成したものである。 また、 占領

地i或の交換と軍事境界線の画定はあくまでも暫定

的であり、 一定の期間が過ぎ、外国の軍隊がすべ

てイン ドシナか ら撤退した後は、ベト ナム、カン

ボジア、ラオスの各国は自由総選挙を実施して各々

国家の統ーを図るとしている九 ここには、ベト

ナムの独立と統ーという自 らの目標と中ソの要請

にJ斤り合いをつけようとするベトナム民主共和国

の姿勢が表れている。

第2節軍事境界線をめぐる交渉一一

軍事代表会議の交渉過程
ファム ・ ヴァン ・ ドンが 5 月 25 El に行った提

案に対し、 ビドーは 27 円 の第 7 巨i非公開会議で、

軍事代表会議の開催を提案した。 それは、ベトナ

ムにおいて越仏両軍がそれぞれ再集結する区域の

設定について話し合うため、両軍司令部代表に よ

る会議をジュネーブで開くことを提案する もので

あっ た。 こ の ときビドーは、両軍の再集結はベ ト

ナムの分割を導くものであってはな らないこと、

この再集結はベトナムに平和と安全をもたらす目

的を有する、とい う原則を示した判。 同月 29 日、

第 8 回非公開会議の場で双方は上記軍事代表会議

を開催することに合意した九

6 月 2 日、ベトナム民主共和国代表としてタ ・

クアン ・ビュー （Ta Quang Buu）国防次官、フラ

ンス代表としてデルテイユ（Henri Deltei l)lf将が

出席し、軍事代表会議が始まった。 翌 3 El の会合

でデルテイ ユは、 ベトミン軍は北部においては紅

河デルタから撤退し、中部では 2 つの地岐に集結

し、南部では解散あるいは他地域に撤退する、と

い う提案を行っ た。 この提案をベトナム民主共和

国側は拒否し、 10 日の会議において、ベトミン軍

は北部紅河デルタ全域を保持する考えを示 し、 フ

エ地方を合む中部にも執着する姿勢を見せた。 こ

れに対しフランス側は、軍事境界線を北緯 18度に

設定することを提案した九

1 2 日の会議では、 フランス側が、 北部紅河デル

タか らのフランス軍の撤退は、 ベ トミ ン軍が 18

度線以北に撤退することと引き換えに実施するこ

とを主張 した。 またフラ ンスは、 ハイフ ォンのフ

ラ ンス軍基地、 ：｜ヒベトナムにおけるフランスの経

済的権益、ニンビン省のカトリック教徒の問題に

言及した。 これに対しベトナム民主共和国側は、

交戦相手の名誉に適合しない協定を提起すること

はなく、またフランスの経済的・文化的権益は保

証されると述べた日。

そして、 13 日の会議においてベ トナム民主共

和国側は、ハ イフ ォン港の管理は同国政府にと っ

て死活的問題であることを明確にした。 さらに、

撤退に｜際しての相互主義を認め るものの、軍事境

界線はベトナムの分割を決定付ーけるものではなく、

選挙によってベトナムの再統ーを実現するという

考えを示した＂o

このように、軍事代表会議において、フ ランス

代表団は軍事境界線を 18度に設定する提案を行っ

た。 これに対してベトナム民主共和国代表団は、

対案として軍事境界線を何度に設定するかは明示

せず、越仏両軍がそれぞれ再集結した後、 自由総

選挙によってベトナムは統一されるべきであると

いう原則論を繰り返すにとどまっ ていた。 その後

17 日と 22 日にも話し合いが持たれたが、 大きな

進展はなかった550 

22 El 、駐スイス仏大使兼フランス代表団メ ンバー

である シ ョベル（Jean Chauve l）とフ ァム ・ ヴァ

ン ・ ドンが会談を行った。 両者は、秘密裏に直接

交渉を行うこと、軍事問題を先議すること、そして

公式 ・ 非公式の軍事代表会議の 日程について合意

した九 ショベルと ドンは 25 日にも話し合いを持っ

た。 この会談において両者は、 交渉を 2分町’に分

け、軍事而での交渉は軍事代表会議に委ね、 彼ら

は政治市での交渉を行うことで合意した。 ショベ

ルはフラ ンス側の提案として軍事境界線を 18 J立

とすること、ニンピン省のカ トリ ック教徒と ハイ

フ ォン港の問題にも言及した。 18 度線の提案に
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対してドンは驚いた様子を全く 見せることなく、

カ トリ ック教徒の問題は考慮中であり、ハイフォ

ン i必の問題はフランス軍の安全の問題であるとの

見解を示すにとどまった九

フランス側は、 こ の会談によって両国代表団は

軍事代表会議の手続に関して確認がて‘きたものと

認識した。 しかし、 26 日に行われた軍事代表会

議においてベトナム民主共和国のビュー国防次官

は、ショベル ・ ドン会談は軍事代表会議の基礎と

するには全く不 卜分であり、 「フランスの新しい

政治路線」 を代表する人物による確実性が必要で

あると主張した580

ビューのこうした要求の背景には、 マンデス＝

フランス（Mendes-France）の登場があった。 6 月

12 日、フランスのラニエル内閣は退陣し、マン

デス ＝ フランス首相兼外相が新たに選出された。

彼は、 7 月 20 日までにイ ンドシナに関する交渉を

まとめ上げる ことを公約に抱げてジュネーフに乗

り込み、 早くも 6 月 23 日には周恩来と会談を行っ

た。 ビューは、フ ランス代表団新団長の積極盗勢

から、軍事代表会議の場でもフランス側が譲歩し

てくることを期待したものと思われる。

だが、ビューの要求はファム・ヴァン ・ ドンの

発言とは一致していなかった。 25 日 のショベル

との会談でドンは、 迅速かつ秘密裏に交渉を行う

ことができれば、 マンデス＝フランスにすぐに而

会する必要はな い との考えを示していたからであ

る九 フランスは中国代表団に仲介を依頼し、ベ

トナム民主共和国の外交代表団と軍事代表団の発

言内容の不一致により交渉が滞っていることを訴

えた。 仁，ヨ国側はすぐにべトナム民主共和国代表団

と i!g

た。 席上ベトナム民主共和国代表団メンバーは、

自らは軍事代表会議の続行を望んでおり、いかな

るフランス代表団のメンバーと も交渉する用意が

あることを確認した。 そして両者は次回の軍事代

表会議を 28 日に開催することで合意した冊。

このように、マンデス＝ フランスの登場により 、

ベトナム民主共和国は軍事境界線の交渉に新たな

展開を求めたが、 そこで外交代表団と軍事代表団

に発言の不一致が生じた。 交渉は中国の仲介によ

り停滞から脱したものの、ベトナム民主共和国は

交渉に｜燃し、外交代表団と軍事代表団の意見が充

分に統一されていないことを相手方に露呈する結

果となった。 また交渉をめぐる トラブルを解決す

るにあたって、ベトナム民主共和国は中国に頼る

姿勢を露わにしていた。 実際、 22 日 のドン ・ ショ

ベル会談の際に も、まずドンは周思来の宿舎で会

談を聞くことを提案している。 ここでフランスは、

ベトナム民主共和国代表団と中国代表団の親密さ

に注目しているが、 一方で、中国とフランスの二

者会談により事態が自らの預かり知らぬところで

展開すること を恐れるベトナム民主共和国の姿勢

をも読み取 っ ている 61 0

28 日に行われた軍事代表会議の場で、ベトナ

ム民主共和国は軍事境界線に関して初めて具体的

な提案を行った。 ビュ ー国防次官は、 軍事境界線

を 18 度に設定する というフラ ンス側の提案を確

認 した後、 ベトナム民主共和国側の提案として以

下の 4点を挙げた 。

Cl ）軍事境界線を 13 度と 14度の間に設定する。

それはおよそ卜ゥイホア、チ ェオレオ、 プ

レイ クを通る道路に沿って、 19 号道路を

通りベトナム ・ カンボジア国境にま で逮す

る 。

( 2 ） 越仏両軍は整然と分離され、最も正当かっ

合理的な l 本の軍事境界線によ っ て明確に

分けられた 2 つの地域に各々集結する。

( 3 〕 ベトナム氏主共和国の行政管理と政治的影

響力は軍事而での支配地域以上に広がって

いる。 再集結地域の決定に｜燦してはこの点

を考敗、しなければならな L 、

( 4 ）軍事境界線の画定は、 5 月 25 日にファム ・

ヴァン ・ ドン氏が行った提案の中で言及さ

れた領土の交換に関する原則に従う 。

ビューはまた、両軍の再集結に関するベトナム

民主共和国の提案は、 インドシナに平和を築くた

めの暫定的な方法であり 、こ の提案は次の 2 つの

問題に関連すると述べた。 それは第 1 に、 5 月 10

日 のファム ・ ヴ ァ ン ・ ドン氏が表明したようにベ

トナムの統一問題は総選挙によって解決されるこ

と、第 2 にベトナムにおけるフランスの経済的 ・

文化的権益を両者nmて、協議すること、である ＂'o

フランス側はビューの提案に対し、ベトナム民
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主共和国の提案のうち第 2 から第 4 のものに対し

ては特段の異議はないと述べた。 その上で第 l の

提案に対し、軍事境界線を 18 L支とするフランス

の提案は、ただでさえ受け入れ英rn L 、仏軍の紅河デ

ルタ地域からの撤退を受け入れるためにフランス

政府によって決定された事項であり、他のいかな

る線も交渉の余地はないと反論し、越側の 13 度

の提案に激しく反発した刷。

これに対してビューは、越側はフランスに降伏

ではなく名誉ある平和を望むものであり、それは

インドシナ 3 匡lの独立の承認とフランス軍の撤退

であると述べ、ベトナム各地域におけるべ 卜 ミン

箪の再集結地域の設定を次のように主張した。 ま

ず北部ではベトミン軍は紅河デルタの大部分を支

配下に置いており、北部の他地域は紅河デルタと

不可分である以上、ベトナム民主共和国は北部全

体を支配下に置くものである。 中部においては、

フランス軍は一部の地域を勢力下に置くのみであ

り、それはベトミン軍が支配下に置く地域の中に

ある飛び地に過ぎな L 、。 ファイフォ ー （ホイアン）

からトゥイホアにかけての地域は、戦争勃発当初

からのベトミン軍の支配地域である。 この地域が

フランス軍の支配下に置かれることは考えられな

い。一方フランス側も、住民の強い反対に遭遇す

ることなしにこの地域を再集結地域として用 L 、る

ことはできな L 、。 以上の理由て＼この地域はベト

ミン軍の再集結地域の南部とみなされる。 ベトナ

ム民主共和国はフランスに対し、 ベトミン軍に協

力した人々が多数居住する、肥沃で広大な南部地

方を譲るという大きな犠牲を払うのであり 、 この

提案は正当かっ適切である650

以上の論理を用いてビュ ーは軍事境界線を 13

度とする提案を行った。 その提案は、ベトミン軍

の戦場での優勢を背景に、 8 年にも及ぶ植民地独

立戦争の帰結として、民族解放とベトナム全土の

統ーも視野に入れた、 自らに圧倒的に有利な案を

フランスに対し提示したものといえる。 だがビュー

の提案は一方で、越イl!U は 佐｜軍の飛び地を自軍の再

集結地域に含めるが、敵軍のそれは認めないなど、

敵方との相互主義を無視する形になっており 、 そ

もそもフランスの同意を得ることは難しい内容で

あった。

このように、ベトナム民主共和国は軍事境界線

を 13 度付近とすることを提案するに至ったが、

この H寺点までに、同国指導部内では軍事境界線の

設定に関して L、かなる議論が行われたのであろう

か。 その過程を包括的に解明するための資料は一｜ ー

分とはいえないが、少なくともベトナム民主共和

国代表団とベトナム労働党指導部は、中国代表団

長／i!ll 思来、そして中国共産党指導者ll と、この問題

に関して複数回にわたる話し合いと電報のやりと

りを行ったことが明らかになっている。

5 月 29 日 、 ジュネーブにおいて越中 ソ代表は会

議を行い、ジュネーブで軍事代表会議を行わなけ

れば現地で協議を行うことは不可能であり 、 軍事

境界線の概要をジュネーブにおいて取り決め、現

地で具体的な笑施方法について話し合うとの見解

で一致した。 店i思来は上記会議の決議内容に関し

て rJ1国共産党指導部へ報告し、その内容をベトナ

ム労働党指導｛fllへも転信した。 30 日、 中国共産

党指導部とベトナム労働党指導部は 29 日のジュ

ネーブにおける越中ソ代表会議の決議内容に同意

したとの返答が周にもたらされた。 同日照は中国

共産党 ・ ベトナム労働党両指導部に対し、ファム ・

ヴァ ン ・ ドンとの協議の結果、タ ・ クアン ・ビュー

国防次官らをベトナム民主共和国代表として軍事

代表会議へ出席させることを決定した旨告げた九

また 、 周思来は 5 月 30 日付のベトナム労働党

指導部への電信において、「ベトナムに関しては、

基本方針として、 北部から中部までを一地域とし

て分割する。 そのために北部と中部の同等の地域

を交換する。 そうすればベトナム民主共和国は完

全な一地域を手にすることになり、軍事、政治、

経済に利益がもたらされるであろう 」 と述べ、ベ

トナムの分割を提案している。 加えて電信の中で

周は、軍事境界線の位置に関して、

ー 16 J支線 （ただしこの線での妥結は困難と思わ

れる）

16 度線での分割に敵方が同意しない場合、フ

ランスが一定の軍隊を駐留させることができるよ

う、ハイフォンを自由港とする

一 それでも i敬方が同意しない場合、 5号道路、ハ

ノイとハイフォンを越仏両軍の共同管理地域ある

いは非軍事地域とする
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という提案を行っている九

さらに周は同日の中国共産党指導部への電信で、

軍事境界線が早急に解決を要する問題の一つであ

ることを主張した。 31 日に向指導部から返答が

あり、それはベトナム労働党指導部に軍事境界線

問題について検討するよう指示し、 ［~I答を求めた

との内容であった九

30 日の周恩来の電信、そして 1－「1 国共産党指導

部からの指示を受けたベトナム労働党政治局は、

議論を重ねた後、 6 月 4R 付の電信で周に回答し

た。 電信の内容は以下の通りである。

「停戦と各軍の再集結のためにベトナムを分割す

るという問題自体、 つまり境界線によってベトナ

ムを南北に分割するほうがよいという周恩来同志

の意見に我々は賛成する。 我々の提案は以下の通

りである。

ー 軍事境界線を 16 度とする。

相手が同意しない場合、クアンチからラオスに

至る 9 号道路を境界線とする。

それでも相手が同意しない場介、 ハイフォンを

自由港、 あるいは共同軍港とする。 同時にホンガ

イ、カムファ ー （ノ、ロン湾に而する 2都市） の利

権を付与する。 しかし我々が何らかの政治の中心

を持つために、ハノイ、ハイフォン、 5号道路を

すべて敵方と我々の共同音型fl_地域としてはならな

L 、」倒。

ベトナム労働党政治局が、 6月初旬の l時点で、

周恩来に対して軍事；境界線を 161主とする提案を

行っていたことは注目に値する。 この電信を受け、

6 月 8 日、周は再びベ ト ナム労働党政治局に対し

て電信を送り 、 越イnuの提案は目仰：が高すぎる、ハ

イフォンを自由港とする点までこちらが妥協しで

もフランスが同意しないのならば、ハノイはベト

ナム民主共和国に帰属するものの軍は駐留しない、

という線まで譲歩すべきだ、との意見を述べた100

これに対しベトナム労働党政治局は以下のよう

に回答した。

「南北にベトナムを分割するという視点から、 次

の点に閲し敵方に対し譲歩する。

ー 16 度と 17 度の聞に軍事境界線を設定する。 こ

こには重要な軍事拠点である ト ゥ ー ラン（タナン〕、

政治拠点であるトゥアンホア、中東部地域の最も

重要な戦略道路である 9号道路がある。

一定の朋問、 範囲内でフランス軍が！駐留できる

よう 、 ハイフォンを自由港とする。

ホンガイ、カムフ ァ ーの経済管理について譲歩

する

ー さらに譲歩が必要な場合には、 5号道路を非軍

事化あるいは共同管理地域とする。

ーハノ イは我々に帰する。 現在の戦況から見れば、

ハノイを我々のものにすることは決して過大な要

求ではな L 、」引

以上のように、 ベ トナム民主共和国の政治指導部

は、 6月中旬には中国に対し、軍事境界線を 16 ）支

と 17 度の聞に設定するところまでの譲歩案を提

示しているのである。 しかし、フランスとの軍事

代表会議において、ベトナム民主共和国代表団が

6月末に示した案は、 軍事境界線を 13 度と 14 度

の聞に設定する 、 というものであった。

このずれをどう解釈すべきか。 そもそも、 ベト

ナム民主共和国はベトナムの分割に消極的であり、

越仏両軍による占領区域の微調整後、 自由総選挙

によってベトナムを統ーすることを望んでいた。

実際、 5 月 30 日 にベトナム労働党指導部へ送った

周思来の電信には以下のような内容が含まれてい

る。

「（ ジュネーブの） ベトナムの同志たちは 2 つの

提案を持っている。

(1 ） フランスが向由選挙に同意した場合、 領土

の微調整のみを行う 。 ハノイ 、 ハイフォン

は調整しなし、。

( 2 〕フランスが自由選挙に同意しない場合、 分

割に賛成する 」72

上記 (1 〕の案は、 分割に消極的な当初のベトナ

ム民主共和国の案を色濃く反映している 。 続く

( 2 ）の案は、 次善の策として、 中国の説得もあ

り加えられた案と思われる。

そこで、 次のような可能性が考えられる。 べ卜

ナム民主共和国 lま、中国の説得により 6 月 中旬に

一度 16 度線の案を受け入れた～ しかし、 6 月「

旬にマンデス ＝ フランス政機が誕生し、イ ン ド シ

ナ問題の交渉の妥結に積極姿勢を示したこと、さ

らに戦地でのベ ト ミン軍の優勢に鑑み7•1 、 6 月 下

旬には軍事境界線の案を 13 度線に変更 した。 イ
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ンドシナ問題の解決にあたって、中国はー賀 して

16 度線によるベトナムの分割を主張しており 、

ベトナム民主共和国は独自に 13 度線という案を

作成したものと思われる 。 13 度に設定したのは、

ベトナム民主共和国は、戦争勃発当初から自らの

占領区域であった第 5連区 （北車専 13 度か ら 16 度

付近） の保持を強く望んでいた、 という点が考え

られよう i50 

,i:1 国は このとき、インドシナ 3 国の問題を一括

して解決するか、 あるいはベトナムの問題をラオ

ス ・ カンボジアのそれと切り離して討議するかと

いう問題の解決に専心しており 、 軍事境界線は越

仏の軍事代表会議の場で話 し合われる ！？！］題とみな

し、，三， ら積極的に交渉を仲介した形跡はな L 、。 ま

た周恩来は 6 月 24 日に会議の休会期］聞を利用し

てインド訪問へと出発し、同月下旬にはジュネー

ブにいなかった。 このような理由から、 6月下旬

にはベトナム民主共和国がフランスに対し独自の

案を提示するいわば「隙」があったものと忠われ

る 。 実際フランスは、軍事境界線の問題に閲し、

i:j-1 ソは詳細を把握していないと考えていた九 ま

たフランス側の評価によれば、こ の l時期、中ソは

協定の締結を望み、交渉を活発化させるために必

要であれば新たにや1，介を行おうとしていたのに対

し、ベトナム民主共和国は最終局面に入るまで交

渉の結論を先延ばしにしようと試みていたii0

あるいは、 1 3 度線の提案は、ベ トナム民主共

和国がフランスの 18度線に対し、最終的な軍事

境界線の位置をより南へもっていくためのパーゲ

ニング ・ ポジションであった可能性も考えられる。

実際、 フランス代表団の中にはベトナム民主共和

国の提案をそのように解釈し、越似lj は最終的に

16 度線で妥結するつもりであると考える意見が

存在した。 ソ連代表団のメンバーの一人はフラン

スにおI し、ベトナム民主共和国の 13 度線は議論

のたたき台であり、修正されうると諮 っ たとい

う ；so しかし、次官Jiで考察するように、ベトナム

民主共和国の第 5連区に対する執着、 7 月上旬に

行われた 16 度線の提案をめくる越中間の話し合

いの経緯、そしてフ ァム ・ ヴァン・ドンが 7月中

旬になって仏側に対しようやく 16 度線を提案し

たこと等を考えると、ベトナム民主共和国にとっ

て、 13 度線の提案はやはり単なる議論のたたき

台ではなく、！］出況を反映した強い主張であったの

ではな L、かと思われる。

以上のように、 6 月から軍事境界線の設定に｜期

して両国は軍事代表会議の場において話し合いを

始めたが、ベトナム民主共和国側は 13 度、 フラ

ンス側は 18 度を主張し、 双方は歩み寄りを見せ

ずに交渉は｜｜音礁に乗り上げた九 ベトナム民主共

和国は、フ ランスの政権が交代し、新首相兼外相

のマンデス ＝ フランスが 7 月 20 日までに協定を

締結することを公約として掲げたため、自らに対

して譲歩するものと予測していた。 しかし、マン

デス＝フランスは 18度以南に軍事；境界線を下げる

意思はなか っ た。 彼は、 18 度線は歴史的 ・ 地理

的に適合し、国際的にも認知された境界線であり、

こ の境界線を基礎とすることによってさまざまな

会議出席固による協定を締結することができると

主張したへ ただ、 フランス代表団内部でもベト

ナム民主共和国との妥協を一切羽｜ーすることで意見

が一致していたわけではなく、越側が 13 度線を

主張したことを受け、 フランスの主張を 18 度線

より南へ下げることを提案する向きもあった8 1 0

しかしそれでもベトナム民主共和国が主張する

13 度線の主張とは大きな聞きがあったことは確

かである。

軍事境界線の画定に際し、直接の交渉の場は越

仏の軍事代表会議であった。 しかし、ベトナム民

主共和国は、何度の軍事境界線を提案するかとい

う問題に関して、自陣営内で、特に中国側と綿密

な話し合いを行っていたへ ただ、この時期、 電

報のやりとりにおいてベ ト ナム民主共和国側は rj:i

国にたI し大きな譲歩を示したものの、結局両者の

意見は一致をみなかった可能性が高い。 それは、

軍事代表会議においてベトナム民主共和国代表団

の提示した案が、 中国の主張する 16 度線と大き

くかけl』!Eれた 13度線であったことに表れている。

6 月は、巾聞の度重なる説得にもかかわらず、 ベ

トナム民主共和国は独自の提案を実現する意向を

示していた l時WJであったといえる。

ジュネーブ会議における外交代表団と軍事代表

団の関係は、外交代表団が基本方針を決定し、 軍

事代表団が基本方針の具体的な実施方法について
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討議する方式であった。 この時期、 軍事境界線は

技術的問題として、越仏両国間の軍事代表会議の

場で話し合われた。 しかし、ベトナム民主共和国

の 13 度とフランスの 18 度としづ両案が対立し、

交渉は解決の目途がたたなかったため、軍事境界

線は技術的問題から政治問題に変わり 、 7 月の交

渉へと移ってい っ た。

第 3 節 交渉の終盤一一外交代表

団の交渉による決着
軍事代表会議の場で、 ベトナム民主共和国は軍

事境界線を 13 度に設定するよう要求し、フラン

スは 18度線を主張した。 6月中の交渉では、両者

が互いに歩み寄る姿勢を見せないまま対立状態が

続き、問題は解決の糸口をつかむことができなかっ

た。 そこで、周恩来が仲介役として双方の説得に

あたった。

まず、周はベトナム労働党幹部との会談を行っ

た。 インド・ビルマ訪問を終えた周は 6 月 30 日

に 1-j-l 国へ戻 り、 翌 7 月 3 日か ら 5 日まで同国南部

の棚IHI にて、ホー ・ チ・ミン、 ヴォ ー ・ グエン ・

ザ ップ（Vo Nguyen Giap）、そしてホアン ・ ヴァ

ン ・ホ ア ン （Hoang Van Hoan、 当時の駐中大

使） らベトナム労働党幹部と、 軍事境界線問題を

はじめとするイン ド シナの停戦問題について検討

し fこ出。

会議の官頭では、ホー ・ チ ・ ミンの意を受け、

ヴォ ー ・グエン・ザップが戦況を報告 した。 これ

には、 ベトミン軍の優勢を周に伝えることにより、

軍事境界線の固定に関しベトナム民主共和国側に

有利な交渉を促す目的があったもの と思われる。

ザ ップの報告によれば、北部と中部はいまやほと

んどがベトミン軍の勢力下にあり、フランス軍は

北部ではハノ イとその周辺、ハイフォンからモン

カイへいたる沿岸地域、 中部では ク アンビン省南

部からフエ、ダナン、そしてホイ ア ンへいたる沿

岸部を支配するのみとなった。 南部でもべトミン

軍の支配地域は拡大していった九

ザ ッ プの報告の後、周思米はベトナム労働党幹

部に対し以下のように説明した。

「現在の国際情勢は平和を必要としている。 軍

事境界線による （ベ ト ナムの）分割は暫定的なも

のであるから、 2年以内の総選挙によって南北ベ

トナムを再統一するための法的根拠を得るために、

少々譲歩することが必要だ。 我々が適切な政策を

とれば、 総選挙で）J吟利て、きるだろう」85

さらに周は、アメリカがインドシナに介入する

ことを阻止するためにフランスと連合戦線を形成

する可能性に言及した後、フランスは以前軍事境

界線を 18 度に設定することを強硬に主張してい

たが、共産陣営の断固たる態度の前に、フランス、

イギリス 、 アメリカは 17 度まで軍事境界線を下

げることに合意 したと述べた師。 周はホー ・ チ ・

ミンらベトナム労働党幹部に対し、ジュネー ブで

16 度線による分割を主張するものの、それが不

可能な場合には 17 度線まで譲歩することを提案

したのである 870

ベトナム労働党幹部は、周の提案に博然とした。

ホー・ チ ・ ミンは 「現在の戦況から考えると、我々

は 13 度線を提案することが適切であり、 17 ／支線

を受け入れることはできない、少なくとも 16 J支

線を勝ち取らねばならな L 、」 と反論したヘ ベト

ナム労働党幹部は 16 度までは譲歩したものの、

周恩来の場合によっては 17 度まで境界線を下げ

るという考えとは折り合うことなく、結局軍事境

界線に関して両者は完全な合意には至らなかっ

Tこs'o

ベトナム労働党幹部が帰国する際、周はホーに

対し、 「私はモロトフ同志とも協議し、ホー主席

の提案を実現するよう努力する。 しかし私は遠方

にいてホー主席と協議することができないため、

軍事境界線の画定交渉が難航した場合、やむをえ

ず 17 度線を選択しなければならないこともあり

うる」 と述べ、現在最も重要な問題は平和と、ベ

トナムを平和的に再統一する条件を獲得すること

であると強制した冊。

ヴォー ・ グエン ・ ザップの回想によれば、柳川、｜

から帰国した後、ホーは熟考した上で、 ベトナム

労働党政治局の会議で次のように発言 した。

「停戦を望むのなら、 我々と敵とを分かつ暫定的

な軍事境界線の設定を認めなければならなし、。 中

ソはインドシナの戦争が長引くことを恐れ、我々

がフランスと停戦交渉を妥結させることを求めて
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いる 。 現在の我々と敵の戦力を比較すると、我々

が優勢である。 しかし、 軍事而では、アメリカの

援助により、敵は依然として損失を柿填するだけ

でなく 、 戦力を増強する可能性すらある。 革命と

抗戦の成果を堅固たるものにし、 完全なる独立と

統ーを勝ち取る闘争を準備するために、我々には

平和な時間、完全なる領土、首都、港湾、 空港が

必要である 。 しかし、我々にとって 17 度線は認

め難L 、・ー・」九

このように、ホー・ チ ・ ミンは相II州での周恩来

の説得に従い、 軍事境界線によるベ トナムの分割

を受け入れたものの、場合によっては 17 度線に

よる分割を是認すべきだという周の提案には賛同

することができなかった。 そしてベトナム労働党

内では、 当時の戦況が自らに有利だ ったこともあ

り 、 1 6 度線による分割さえも最終決定とはなっ

ておらず、少なくとも第 5連区を保持するという

目的に沿った、別の案も議論されていたのである。

ベトナム外務省の資料によれば、 この時期、 ベ

トナム労働党内では、ベトミン軍の優勢を背景に、

軍事境界線に関して次の二つの案が検討されてい

た。 第一の案は次の通りである 。 16 I支線によっ

てベトナムを大きく 2 つの地域に分割する。 ラオ

スへの物資の運搬、ある L、はラオスからのフラン

ス軍の撤退のためにフランス軍に対して 9号道路

とダナン港を使用させることができる。 しかしラ

オスへの部隊 ・ 軍関係者の増派、 武器 ・ 日耳！薬の搬

入のためには利用させてはならなし、。 必要ならば、

フランスに対し北部における経済権益の一部を付

与する九

これに対し、 ファム ・ ヴァン ・ ドンが 7 月 3 日

付の電信の中で提起した案も第二の案として検討

されていた。 その案とは、 北部から 9 号道路、 9

号道路からダナン、ダナンからトゥイホア、トゥ

イホアから南部までとベトナムを 4分割する。 仮

に各領域を北から A、 B、 C、 D とすると、 A と C

はベトナム民主共和国側に、 B と D はフランス

側に帰属するというものであったへ これは、 C

の領域にある第5連区をベトナム民主共和国が保

持するための案であ った。

ベトナム民主共和国は、対仏独立戦争開始当初

から自らを支持する住民がし、た第 5連区を保持す

ることにこだわっていた。 柳ナ卜｜ において周恩来と

ベトナム労働党幹部が会談を行っていた 7月 3 日、

ジュネーブではファム ・ ヴァン ・ ドンとショベル

が会談を行った。 そのときドンは、 第 5 i!g区の住

民は 46 年の戦争勃発以来ベトミン軍を支持して

おり、ベトナム民主共和国はこの地域の住民を見

捨てることはできない、 と主張している九 同月 9

日に行われた軍事代表会談では、ベトナム民主

共和国代表団は 14度線側に数 10 キ ロ軍事境界線

を下げる妥協案を提示 したが町、これは第 5連区

を死守するためにぎりきりの譲歩を示したものと

いえる。 ホー・チ ・ ミンも第 5連区をフランスに

渡すことに臨時i したようである。 同日 、 軍事代表

会議の前後は定かではないが、ホーはジュネーブ

のベトナム民主共和国代表団に対し、 フランスに

9号道路とダナン港を使用させる代わりに、我々

は第 5連区を保持すること、という指示を出した九

しかし中国は、ベトナム民主共和国が第 5連区

を保持することに反対する。 周思来がベトナム労

働党指導部に対して送った 7 月 10 日付の電信は、

「（ベトナム民主共和国が第 5連区を保持しよう

とする案は） 問題を複雑にするため、提案しない

ほうがよい。 我々は 1 6 度線をとり、その代わり

にフランスに夕、ナン港と 9号道路を一時的に使用

させる」 と提案している 9i0 周思来はこの線に沿っ

てベトナム労働党幹部とジュネーブのファム ・ ヴァ

ン ・ ドンを説得したと考えられる 。 結局、 13 日

の越中ソ代表会議において、 ドンは 16 度線に合

意した問。

このころ、 軍事境界線問題は、その討議の場を

軍事代表会議か ら外交代表団による交渉へと移そ

うとしていた。 3 日のンョベルとの会談において

ファム・ヴァン ・ ドンは、軍事境界線問題は将来

の政治協定に関する保障によって交渉の妥結が容

易になるとの見解を示 した叩。 これは、将来自由

総選挙が実施され、これによりベ トナムの統ーへ

の道筋が明確になるならば、 一時的なベトナムの

分割に応じることが可能であるという考えに基つ

いていた。 6 日にもドンとショベルは会談を行っ

た。 ショベルは、 軍事代表会議は進展が遅いため、

軍事代表会議に加え、休戦協定に盛り込まれる政

治 ・ 行政問題について検討するため文民による交
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渉をあわせて行う ことを提案し、ドンもこれに同

意した l曲。一方ジュネーブにおける軍事代表会議

は 11 円に打ち切られた山。 ここで、軍事：境界線

の回定交渉は軍事代表会議における言~し合いから

他国も交えた外交代表団による交渉へと移行した。

11 円、ファム ・ ヴァン ・ ドンとマンデス ＝ フ

ランスは初めて会談を行った。 その場でド． ンは、

軍事代表会議の場においてベトナム民主共和国は

軍事境界線を 14 度まで譲歩したことを強調し

た1020 1 3 日にファム ・ ヴァン・ドンとマンデス ＝

フランスは再び会談を行った。 会談において、ド

ンはフランス側が 18度線による分割という主張

から離れるのであれば、軍事境界線について新た

な提案を行う用意があることを述べた。 そして彼

は、時踏した様子を見せながらも、 161支線をフ

ランス側に提案した。 マンデス＝ フランスは、ダ

ナン、フエ、 9号道路が 16 度以北にあることでこ

の提案に難色を示した。 これに対し、 ドンは 9 号

道路の使用については調整することが可能である

と述べた問。

方ベトナムにおいては、 5 月 29 Fl の第 8 ＠］非

公開会議、 6 月 2 日の第 10 回非公開会議の合意に

法づき、休戦の具体的な手続を罰し令う現地軍事

代表会議が開催された。 会議は、ハノイ 北方 40

km に位置するチュンザーで、 7月 4 口から始まっ

た山。 第 l 回会議で、ベトナム民主共和国代表団

は、 1rll廓 ・ 傷病兵の扱い、ベトナムにおける停戦

の実現、そして国際監視委員会の権限の問題と並

んで、越仏両軍の再集結と集結地域の調整、現在

の具体的状況あるいは当地における戦況の変化に

よって提起される問題を議題としてあげた。 フラ

ンス代表団は捕虜 ・ 傷病兵の問題を最優先に話し

合うことを主張したのに対し、 ベトナム民主共和

国代表団は停戦と両軍の再集結、そして集結地域

の調整の各問題を迅速に解決することを主張し

fこ ＇°＼

その後 9 日の会談においても、 両者は議題の優

先順位をめぐって対立した。 ベトナム民主共和国

は議論の前提として具体的な戦況を検証すること

を要求し、これに対しフランスは戦況の検証はジュ

ネーブで行われており、確認された戦況を考慮し

て再集結地域を画定することは ジュネーブで話し

合われる事項であるとしてこれに反論したl冊。 12

日に行われた会談の際にもベ トナム民主共和国は

再三、前提として戦況を検証することを申し入れ

た 九

このようにベ トナム民主共和国は、ベトミン軍

の優勢にかんがみ、現地軍事代表会談の場でも実

際の戦況を考慮するようフランスに要求し、交渉

を自らに有利に運ぼうとした。 ここには、 「i滋場

での優勢は停戦交渉に有利に作用する」 あるいは

「作用すべきである」 というベトナム民主共和国

の考えが表れていた。 しかし、停戦交渉の場でこ

とあるごとに戦況を考慮するよう相手側に要求し、

またジュネーブではなく現地の軍事代表会議の場

で越仏両軍の再集結地域について議論するよう求

めることは、現地で、話 し合うべき事項の範囲を逸

脱しており、フランス側の同意を得られるもので

はなかった。

同月 16 日に ファム ・ヴァン ・ ドンとマンデス ＝

フランスは再び会談を行った。 マンデス ＝ フラン

スは依然として 18 度線を主張し、夕、ナン港と 9

号道路を諮ることはできないが、ダナ ン滋を軍港

としないことには同：をて、きるとの考えを示 した 1開。

実は、 13 日にドンがマンデス ＝ フランスに対し

て 16 度線を提案した後、マンデス ＝ フランスは

フランスの軍事代表団に対し、協定を妥結するた

めに何度線まで軍事境界線を譲ることができるか

質問している。 軍事代表団は、 14 日の時点です

でに 17 度線を提示していた1凹。

軍事；境界線の画定交渉は最終局面を迎え、 交渉

は越仏の直接交渉のみならず、ソ仏、中仏間でも

行われた。 15 日にはモロトフとマンデス ＝ フラ

ンスが会談を行っ たが、両者は各々 16 度線と 18

度線という従来の主張を繰り返し、結論は出なかっ

た ＂0o 16 日に もモ ロトフとマ ンデス ＝ フランスに

イーデンを加えて交渉が行われたが、ソ仏は共に

従来の線を譲らなかった 1110 ソ連は、フ ァ ム ・ ヴァ

ン ・ ドンは 13度から 16度まで譲歩し、かつフエ、

ダナン、 9号道路に関してはフランス側に特別に

配慮すると述べたが、マンデス ＝ フランスは、フ

エと 9号道路をフランス側に含まない境界線を受

け入れることはできないと反論した 11 20 1 7 日には

周恩来とマンデス ＝ フランスが会談を行った。 周
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はフランス側に妥協を促すと共に、 9号道路に関

しては妥協する可能性があることを示唆した 11 30

16 日の越 i:jこ1 ソ聞の話し合いでは、共産側は、 9

号道路に関してはフランスに配慮する必要がある

ものの、 16 度線の主張を堅持すると決定してい

たIM。 しかし、フランス側との話し合いは進展を

見せることなく 、 19 日 の越中ソ代表会議で、ベ

トナム民主共和国は 9 号道路の北 10 キロ地点

(17 度付近） まで境界線を引き上げることで中ソ

と合意した！日。

7 月 20 日午後、フ ァム ・ ヴァン ・ド ン、周恩来、

モロ卜フ、マンデス＝ フランス、そしてイ ーデン

が集まった。 モロ卜フは軍事境界線を 17 度線と

することを提案し、共産側と西側双方はこれに同

意した 1160 マンデス ＝ フランスが公約として掲げ

た交渉期限である 20 日 、 軍事境界線画定交渉は

妥結した。

以上のように、 軍事境界線画定交渉は、軍事代

表会議による越仏二国聞の直接交渉では結論が出

なかった。 それは、フランスの提案する歴史的、

地理的、国際的に認知され、関係国の同意が得ら

れる境界線という論理と、ベトナム民主共和国の

提案する 「戦況が交渉を規定する」 という考えが

かみ合わないためであった。 そのため、 交渉は軍

事代表団聞の話し合いか ら外交代表団の政治交渉

へ再び移行し、越中ソ英仏 らが関与した、網の目

のような二国間 ・多国間交渉を経てようやく最終

的な結論が出された。 そこで通用したのは、結局

はフランスの論理であった。

ベトナム民主共和国を説得する中心的な役割を

但ったのは中園、それも周恩来であった。 周恩来

はベトナム労働党幹部とジュネーブのベトナム民

主共和国代表団の両者を説得した。 周は、 7 月初

旬から西側との妥協点は 17 度線にあると見越し

ていたふしがあるO だがそれに対し、ベトナム民

主共和国は戦場における自軍の勢力範困が日々拡

大するにつれ、ベトナムの地を南北に分割するこ

とをなんとか受け入れることができても、第 5速

区を手放す妥協案にはますます応じがたい状態に

なっていた。 そこで、ベトナム労働党指導部が 17

度線を受け入れたのはいつの時点か。 その事実

を断定するには資料が不足しているが、 13 日の

マンデス＝ フランスとの会談でファム ・ ヴァン ・

ドンがようやく 16 度線を提案したことから、 20

日の最終的な妥結までのたった 1 週間の聞にそれ

は決断されたことになる。

あるいは、 次のような可能性も考えられる。 7

月初旬の柳川での会談で、周思来はホー ・ チ ・ ミ

ンに対し 、 16 度線を確約することはできず、場

合によっては 17 度線になるかもしれない、ジュ

ネーブとベトナムは遠く離れており 、 緊密に連絡

を取り合うことは困難であることを承知して欲し

い、と述べた。 また、 19 日の越中ソ代表者会議

の場で 17 度線を決定したこと 、 そして 20 日の西

側との最終的な妥結の内容を、周は電報で中国共

産党指導部へ伝えている 。 20 日の向指導部への

報告に関しては、ベトナム労働党へ転信されてい

る 117。 以上の事実を総合的に考えると、 Jj!jj 恩来は

柑il ）十｜での会談の後はベトナム労働党指導部と軍事

境界線について議論することはなく、ジュネーブ

のファム ・ ヴァン ・ ドンを説得し、その結果を報

告するにとどまったのではないだろうか。 もし後

者が実態だとするならば、最後は周思来の強引 と

もいえるイニシアチブによって軍事：境界線交渉は

妥結したことになる。

7 月 21 円、ベトナムに関する休戦協定が調印さ

れ、ジュネーブ会議はその幕を閉じた。 これは 20

年以上に及ぶベ トナムの南北分断の始まりであっ

た。 翌 22 日、ホー・チ・ミンはジュネーブ会議

が 「成功裡に」 終了したとしてベトナム人民に対

する声明を出した。 そこでホーは 「ジュネーブ会

議においては、我が代表団の努力とソ連代表団の

支援により 、我々は大きなJl5J利を収めることがで

きた。 それはフランスがベトナム民主共和国の独

立、 主権、領土の一体性を承認し、フランス軍の

撤退を受諾したことである」 と述べた 1九 興味深

いことに、 ここで中国については言及されていな

L 、 。 そしてホーは、 17 J克線によるベトナムの分

割を 「停戦のための占領区域の調整」 と表現し、

それは暫定的措置であり、停戦を実現し、平和を

再構築し、総選挙によってベトナム全土を統一す

るまでの過渡的段階であると説明しているペ ジュ

ネーブ協定の妥結は、ベトナム民主共和国にとっ

て、ベトナム全土の統一へ向けての新たな闘争の
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始まりを意味するものであった。

おわりに

ジュネーブ会議における軍事境界線断定交渉は、

まず軍事代表会議の場で、べ 卜 ミン1p：とフランス

軍の聞の停戦に関する手続の問題として話し合わ

れた。 ベトナムにおける停戦協定の交渉に関して

は、 越仏の軍事代表団によって具体的な内容がつ

められていった。 当地におけるベトナム民主共和

国の外交代表団と軍事代表団の関係は、外交代表

団の交渉によって協定の大枠を定め、 細部を軍事

代表会議が交渉 ・ 決定するという方式であった。

しかし、 6 月いっぱいの交渉では結論が出ず、

軍事代表会議での討議は打ち切られた。 その後軍

事境界線に関する協定は、各国の外交代表団も加

わった、 二国間 ・ 多国間交渉によってフランスの

交渉期限ぎりぎりによ うや く妥結した。 そもそも、

越仏両軍の再集結地域を決め、 軍事境界線を画定

するという停戦手続は、ベトナムの地が 2 つの政

権によって 2 つの領土に分割されるという政治問

題と不可分であり 、 むしろこ の政治的側面こそが

問題の本質であった。 関係各国は当初、ベトナム

の分割を軍事問題として討議 ・ 解決しようとした

が、その政治的本質が図らずも露呈し、 最終的に

は政治問題として決着がつけられる結果となっ た。

軍事境界線画定交渉において、 ベトナム民主共

和国代表は当初、越仏両軍による最小限の占領区

域の交換を行った後、 自由総選挙によ っ てベトナ

ムを再統一する方法を主張した。 これは、 戦況が

ベト ミン軍の優勢であり 、 かつ選挙によ っ て自国

を率いるベトナム労働党政権が勝利できることを

見通していたためであった。 ベトナム民主共和国

は、戦場での勝利が外交での勝利に直結する と考

えていた。 それに対してフランスは、 インドシナ

問題の解決法はすべての関係国に受け入れられる

ものでなければならない、という論~mを強 く 押し

出した。 ジュネーブにおけるベトナム民主共和国

とフランスの交渉は、 この 2 つの論理の衝突を意

味していた。 2 つの論理の次元は瓦いに異なって

おり 、 同ーの観点から論じてより妥当な論型を選

択する 、 という交渉の形態をとることは不可能で

あった。 そのためこの論理の選択は、越仏のみな

らず会議参加各国が領土 ・ 権益の保全、 国際環境

の安定といった自らの国益の実現を目的として、

どちらに組するかという決定に委ねられる性質の

ものであ っ たのである。

結局、ベトナム民主共和国は当初主張していた

13 度線から 17 度線に、 一方フランスは 18度線か

ら 17 度線に境界線の主張を変更した。 ベ トナム

民主共和国が 4度妥協したのに対し、 フランスが

1度だけ譲っ た結果になったことから、 この交渉

はベトナム民主共和国側がフランス側に大きく譲

歩したと評価されうる側面を有している。

しかしここで留意すべき点は、 中ソは会議の当

初から 16 度線による分割を考えていたというこ

とである。 軍事境界線によるベトナムの分割に共

産側 ・ 西側の阿者が同意した後、それを何度に設

定するかという問題は、 共産側と西側という両陣

営の対立を捉えたときには 16 度線と 18 J立線の対

立であ っ た。一方共産陣営内では、巾ソは 16 J.支

線を考えていたのに対し、 ベ ト ナム民主共和国は

当初、 占領区域の微調整のみを希望し、その後軍

事境界線によ る分割を検討する段階では 13 J主総

を主張した。 こ の ように、 ジュネーブ会議での常

事境界線をめぐるベ トナム民主共和国の交渉を考

察する際には、 東阿聞の交渉と共産陣営内での交

渉というこつの次JGを峻別する必要がある。

では、 交渉の妥結に向け、 ベトナム民主共和国

は中国のプ レ ッシャ ーにより妥協を余儀なくされ

たのだろ う か。 交渉の際、 中ソは当然共産陣営に

属するベトナム民主共和国の主張を擁護したが、

「戦況の外交交渉への直接的反映」 と 「すべての

関係国が受け入れ られる解決法」 という 2 つの論

理のうち、 ijコソは後者に組していた。 1:1:1 ソは西側

に味方したというよりは 「すべての関係国に受け

入れられる解決法」 を採用し、その基準に基づい

てジュネーブで停戦協定を妥結する方法を選択し

たのである。 そのため、この論理の対立は共産陣

営内に持ち込まれることになった。

周j恩来がfgfi j十｜ においてホー・ チ ・ ミンを説得す

る際、 周はアメ リ カのインドシナへの直後介入を

阻止するためにフランス側に譲歩する、という論

理を用いた。 ここでベトナム民主共和国は中国の
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プ レ ッシャ ーにより大幅な譲歩を余儀なくされた

という見方は当然可能である。 しかし他方、この

会談の際、ベトナム民主共和国の最高指導者であ

るホー・チ・ ミンに、「戦況の外交交渉への直接

的反映」 と 「すべての関係国が受け入れられる解

決法J のどちらを選択するかという決断が迫られ

ることになったのである。 ホーは熟慮、の末、後者

を選択した。 ベトナム民主共和国は中国によって

一方的に譲歩を迫られたという見方は、 ベ トナ ム

民主共和国の主体的な決断の側面を捨象する、一

面的な考察と言わざるを得なし、。

ただ、ホー ・ チ ・ ミンの決断は 13 度から 16 度

まで境界線を譲歩したことを意味するに過き、な L 、。

7 月中の交渉の最終局面において、 16 度から さら

に 17 度まで境界線は押し上げられた。 もし周恩

来がベ トナム労働党指導部との話し合いを経る こ

となくこの決断を行い、ジュネーブのファム ・ ヴァ

ン ・ ドンを強く説得し、 17 度線を受け入れさせ

たのな ら ば、これは中国のベトナム民主共和国に

文すする 1虫いプ レ ッシャ ーといえるだろう。

しかし、ベトナム民主共和国はジュネーフ会議

という 多国間交渉において、仁，＝，ソの援護がなくて

は停戦協定を妥結するこ とはできなか っ たこと も

事実である。 また、 交渉の場において、 「l）比況は

交渉に反映される 」 という論理を押し通そうとし

て失敗した。 こ の会議を通じて、 多国間による外

交交渉は戦況を直接反映するものではないことを

彼 ら は学んだ。 ベトナム戦争の終結を話し合う パ

リ 会談では、ベトナムは他国の仲介を排し、アメ

リ カと一対ーの交渉を行ったのである。

ジュネーブ会議は、軍事境界線画定交渉のほか、

ベトナムの再統一のための 自由総選挙、 ラオス ・

カンボ ジアに関する停戦協定、 協定の履行を保障

する国際監視団の設置に関しでも多くの交渉が積

み重ねられた。 これらの論点は当然のことながら

互いに密接に関連 している 。 軍事境界線固定交渉

以外の論点に関 しでも考察を行うことが、 筆者の

今後の課題である。
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ジ ュネー ブ会議 (1954 年） における軍事境界線固定交渉

図 軍事境界線固定交渉で言及された緯度とベトナムの主要都市
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（出典） Lacouture, Jean et Philippe Devillers, Lα戸n d ’une guerre: Indochine 1954 (Paris: Seuil, 
1960), pp. 278-279 より作成。
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表 軍事境界線画定交渉の推移

1954. 4. 26 朝鮮問題に関するジュネープ会議開始。

5. 2 ベ ト ナム民主共和国をジュネーブ会議参加国 とすることでソ仏が

合意。

4 ベ トナム民主共和国代表団ジュネーブに到着。

7 ディエンピエンフーのフランス軍基地陥落。

8 インドシナ問題に関するジュネーブ会議開始（第 1 回本会議におい

てフランス代表ピドーが提案） 。

10 第 2 回本会議でベトナム民主共和国代表ファム ・ ヴァン ・ ドンが提

案。

17 第 1 回非公開会議開催（モロトフが越仏の提案の共通項として軍事

問題の先議を提案） 。

25 第 6 回非公開会議において、 ドンが軍事境界線について言及。

6. 2 ジュネーブにおける軍事代表会議開始 （～ 7 .11 ） 。

10 軍事代表会議でフランスが、 18 度を軍事境界線とすることを提案。

28 軍事代表会議の場で、 ベトナム民主共和国国防次官タ ・ クアン ・ ビ

ューが 13 度を提案。

7. 3-5 中国南部の柳州において周思来とホー ・ チ ・ ミンらが会談（越側

16 度線まで譲歩するも 17 度線には同意せず） 。

13 マンデス二フランスとの会談においてドンが 16 度線を提案。

19 越中 ソ代表会議で、 ドンは 17 度線に合意。

20 軍事境界線を 17 度とすることで共産側と西側が合意。

21 ジュネーブ協定（ベトナム ・ ラオス ・ カンボジアにおける敵対行動

停止に関する 3 協定）締結。




